
て
見
れ

ば
、
輪
廓

を
と

つ
て
後
、
オ

レ

ン
ヂ

ヴ

ア
ー

ミ
リ
オ

ン
の
淡

い
も
の
で

全
體

に
ワ

ッ
シ

を
試
み

、次

に
幹

の
色
を
塗
り
、
オ
ー

レ
オ

リ

ン

を
以

て
幹

を
除

い
た
部
分

を

一
面

に
塗
り

、
コ

パ
ル
ト

、
オ
ル
ト

ラ

マ
リ

ン
、
イ

ン
ヂ
ゴ
ー

等

に

よ

つ
て
成
れ

る
緑
色

に
て
杉

の
葉

を
書
き

、

前
景

の
草
は
透
明
色

の
黄
を
重

に
し
て
描

き
、

花

は
後

に
ホ
ワ
イ
ト
を
混
じ

て
置
き
た

る
も

の

な
り
四
　
多

く

の
場
合
不
可
な
り
曇
り

し
日
な

ど
は

よ
け
れ

ど
、
晴
れ
て
濃

き
空
色
な

ど
、
地

の
方

へ
塗

る
と
日
向

の
感

じ
を
失

ふ
場
合

あ
ら

ん
、
空

の
色

よ
り
も
其
時

の
光
線

の
色

空
氣
の

感

じ
を
全
畫

面

に
塗

る
方

が

よ
し
■

ロ
ー

ズ

マ

ダ
ー

レ

モ
ン
ヱ

ロ
ー

コ
バ
ル
ト

の
三
原
色

に
て

畫
か
ん
と
す

る
時
は

、
少

し
に
て

も
青
味

を
帯

び

た
る

も
の
は

コ
バ
ル

ト
を

用
ふ

る
と

い
ふ
風

に
な

す

べ

き
も
の
に
や
(
福
岡
Ｒ
Ｔ

生
)
◎
意
味

不
明
な

れ

ど
、
假

に
三
色

の
繪
具

で
寫

生
す

る

時

に
は
、
其

三
色

を
巧

み
に
混
合

し
て
實

物

の

色

を
出

し
た
ら

よ
い
、

又

パ
レ
ッ
ト

の
上
で
混

合

せ
ず

に
、
點

若
く
は
線
で
畫

く

の
も
よ
い
、

そ

の
方

が
却

て
感

じ
が
よ
く
寫

る
か
も
知

れ
な

い
■

原
田
直

二
郎
先

生
記
念
帖
購
求

し
た
し
發

行
所
代
價
を
問
ふ
(駒

田
彦
太
郎
)◎
該
帖
は
會

員

の
み
に
頒
ち
し
も
の
に
て
僅
か
に
百
五
十
部

の
印
刷
に
止
ま
り
、

一
々
番
號
を
附
し
て
あ
る

と

い
ふ
珍
本
な
れ
ば
手
に
入
る
こ
と
難
か
ら
ん

　
　
　
　
讀
者
の
領
分

■
本
欄

を
見
る
毎
に
半
を
下
る
と
古
物
屋

の
廣

告
を
讀

む
や
う
で
あ
る
、
諸
君
チ
ト
有
益
な
投

書
を
し

て
は
如
何
(
福
岡
白
羊
)
■
十
五
日
上
野

に
白
馬
會
展
覽

會
を
見
る
、
六
百
五
十
七
點
の

う
ち
水
彩
畫

は
五
十
餘
點

、
太
平
洋
と
比
す
れ

ば
顔
色
な
し
だ
。
湯
淺
氏
滞
欧
中

の
水
彩
は
群

を
扱

い
て
ゐ
る
、
ア
ル
カ
サ
ル
宮
殿

フ
エ
ル
タ

デ
ル
門
な
ど
實
に
日
向
の
感
じ
が
出
て
居
る
、

氣
持

の
い
ゝ
繪
だ
。
南
薫
造
氏
の
テ
ー
ス
ム
河

の
夕
景
も
面
白

い
。
中
澤
氏
の
ス
ケ
ッ
チ
は
よ

く
感
じ
が
出
て
ゐ
る
、
オ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン

を
其

儘

つ
け
た
點

な
ど
は
面
白

い
。
太
田
福
藏
氏
の

花

の
下
は
、
落
花
が
雪
で
も
降

つ
て
る
様
で
地

面
も
櫻
花
も
さ
つ
ば
り
春
ら
し

い
感
が
な

い
。

川
名
博
氏
の
教
會
は
眞
面
目
で
あ
る
が
吾
々
素

人
に
は
面
白
く
な

い
。
萬
代
氏
の
雨

の
晴
れ
間

は
よ
い
。
其
他
は
小
品
物
で
特
に
言

ふ
程
の
こ

と
も
な
い
(北
畠
孚
明
)■
廣
島
地
方
に
夏
期
講

習
會
を
開
か
れ
た
し
（
中
國
坊
)
■
九
州
福

岡
邊

の
有
志
に
し
て
夏
期
講
習
會

を
開
く
事
に
賛
成

者
な
き
や
、
ま
だ
吾
が
九
州
に
は

一
回
も
か
ゝ

る
企
な
し
、

聲
を

大
に
し
て

幹
部
を

動
か
し

て
は
如
何
(
福
岡
Ｒ
Ｒ

生
)
■
大
坂
附
近
に
て
講

習
會
を
開

か
れ
た
し

(
浪
華
浪
客
)
■
前
號

の

『
み
づ

ゑ
』
は
繪
畫

よ
り
も

本
文
の

方
が

よ
い

『
さ

つ
き
の
旅
』
は
面
白
か
つ
た
。
柳

や
草
山
や

杉
の
木
な
ど
異

つ
た
地
の
風
光
を
思
ふ
儘
に
霞

い
て
ゆ
け
る
旅
は
ど
ん
な
に
面
白

い
だ
ら
う
。

繪
の
う
ち
で

は

河
合
先
生
の
寫

眞
版
が

佳

い

(
清
平
)
■
『
み
づ
ゑ
』六
十
二
は
各
號

に
比
し
て

大
分
不
味
か

つ
た
と
思
ふ
た
(
Ｙ
．
Ｎ
．
Ｋ
生
)
■

こ
の
間
隣
り
字
の
社
の
木
蔭
で
寫

生
を
し
て
ゐ

た
ら
、
何
時

の
問
に
集
ま

つ
た
か
小
供
等
が
ワ

イ
ワ
イ
ワ
イ

、
僕

の
様
子
を
ぢ

つ
と
見
て
は
ヤ

イ
ヤ
イ
ヤ
イ
、
氣
狂
ひ
ぢ
や
ア
な

い
か
、
又
ワ
イ

ワ
イ
ワ
イ

、
仕
舞

に
は
石
の
雨
が
頭
上
に
降

つ

て
來
さ
う
な
氣
配
だ
つ
た
が
、
そ
れ
で

も
不
相

變
知
ら
ん
顔

を
し
て
ゐ
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か

子
供
達
は
僕
の
後

に
廻

つ
て
、
時

々
キ

レ
ー
だ

な
ア
な
ア

と
言
つ
た
が
、
あ
な
が
ち
僕
の
繪
を



ほ

め
た
の
ぢ

や
ア
な

い
よ
う
な

(
夕
暮

生
)
■

田
君

の
言

の
如

く
廣

島
市

に
研
究

所

を
開

い
て

は
如
何

、
御
盡

力
あ
り
た
し

(
今
井
哲

三
)
■

『
み
づ

ゑ
』
の
七
月

號
は
今

よ
り
待
遠

し

い
、
會

友

も
益

々
多

く
な

る
の
で

、
今

一
枚

位
原
色

版

を

の
せ
て
項
く
わ
け

に
は
ゆ
き
ま
す

ま

い
か
、

併

し
近
頃
頁
數

の
多
く
な

つ
た
り
は

喜
ば
し

い

○
會
友
諸
君
肉
筆
繪
畫

の
交
換

を
乞

ふ

へ
伊
豆

韮
山
付
韮
山
柏

木
俊

一
)
■

私
四
月
號

か
ら

の

讀
者
で
す
、

五
月

の
『
み
づ

ゑ
』
原
色

版

『
森

の

下
道
』
は
非
常

に
よ

い
、
私

は
其
所

に
往

つ
て

る
や
う
な

心
持

に
な

り
ま
し
た
、
た
ゝ

藍

色
が

多

く
は
な
か

つ
た
で

せ
う
か
。
石
川
先
生

の
御

講

話
面
白
く
拝
見

、
有
益

と
思

ひ
ま
し
た
。
『
さ

つ
き

の
旅

』
は

よ

い
讀
物

で
す

、
今
後

も
此

種

類

の
も

の
を
御
登
載

下
さ

い
○
護
者
諸
君
肉
筆
・

繪ハ
ガ

キ
の
交
換

を
望

む
、
拙

な
れ
ど
必
ず
返

葉

致
し

ま
す

(
長
野
縣

北
佐

久
郡
岩
村

田
町
關

口
勝
利
)
■

紀
念

號

の
發

行
を
鶴

首

し
て
待

つ

○
前
號
で
嬉
し

か

つ
た
の
は

口
繪

の
美

、

が

つ

か
り

し
た

の
は
三
脚
物
語

の
休
載

(
大
阪

富
岡

洗

帆

)
闘
『
み
づ

ゑ
』
六

十

二

『
森

の
下
道

』
、
ほ

の
暗

い
森

の
心
持

が
よ
く

、
紅

い
小

さ

い
花
、

白

い
小

さ

い
花

、
紫

の
花

、
あ
ゝ

何

と

可
憐

な

姿

で
せ
う

。
石
川

先
生

の

『
キ

レ
ー
な
繪

キ

タ

ナ
イ
繪

』
成

程
と
合
點

し
ま
し
た

○
不
肖

な

が

ら
僕

は
下
手
な
横

好
非

常

の
熱

心
家

の
つ
も
り
、

コ
マ
繪

で

も
水
彩
で

も
御
葉

書
を

下
さ

い
○

ス

ケ

ッ
チ
箱

の
中
古
を
譲

つ
て
頂
き

た

い
○
文

房

堂

の
革
留

三
脚

が
あ
り
ま
す
普

通

の
品

と
交
換

し

て
差

上
げ

ま

せ
う
か

(
京
橋

木
挽

町

二
ノ
十

三
太

田
堅
之
助

)
■

本
欄
で
書
籍

物
品

の
譲

り

渡
し
等
は
悪

い
と

は
言
は
ぬ

が
、
時

に
其
爲

め

に
不

徳

の
行
爲

を
爲
す

も
の
が
あ

る
か
ら

注
意

を
要
す

る

こ
と
ゝ

思

ふ
。
僕

は
或
人

か
ら

本
を

譲

り

受
け

う

つ
も
り
で
送

金
し
た
が

、
一其

手
紙

が
着

か
ぬ

と
い
ふ
の
で
少
か

か
ら

ぬ
金
を
捨

て

た
、
着

か
な

い
手
紙
な
ら
歸

る
筈

だ
が
、

一
ク

月

に
も
な

る
が
沙
汰
な

し
、
記

者
様

文
換

等

の

こ
と
は
廢

め
た
ら
如

何
で

せ
う

、
今
後

コ
ノ
様

な

の
が
無

い
と
も
限
ら
ぬ

か
ら
(
菅
野
三
郎

)
◎

交
換

責
買
等
弊
害

も
あ
ら

ん
が
又
便
利
を
感

す

る
こ

と
も
あ

る
、
そ
れ
故

、
曾

て
本
會
で
仲

介

者

と
な
り
取
次

を
試
み

た
が
、
面

倒
と
思

つ
て

か
又
は

送
料

等

二
重

に
要
す
る
を
厭

ふ
て
か
、

あ
ま
り
依
頼
者

も
な
く

て
自
然
中

止
に
な

つ
た

他
の
諸
君
が
御
同
感
と
な
ら
、
何
日
で
も
交
換

賣
買
の
記
事
を
取
去
り
ま

せ
う
■

一
色
畫

(
鉛

筆

も
)
の
研
究

を
熱
心
眞
面
目
に
な
さ
る
方

と

交
換
を
願

ひ
た
し
、
但
寫
生
に
限
る

(長
野
縣

下
高
井
郡
往
郷
村
三
五
四
、
山
田
直

一
郎
)
■

御
不
用
の
ス
ケ
ッ
チ

箱
及
畫
架
を
安
債
に
譲
ら

れ
た
し

(廣
島
市
外
横
川
神
田
周
二
)
■
『
日
本

名
所
寫
生
紀
行
』
第

二
巻
希
望
に
つ
き
安
價

に

譲
ら
る
ゝ
方
は
代
價
御

一
報
あ
り
た
し

(
大
阪

桃
山
筆

ヶ
崎
町
五
五
二
五
福
島
)
■
『
み
づ
ゑ
』

第
六
、
八
、
九
、
十

一
、
十
三
、
十
四
、
十

七
、

十
九
、
三
十

五
、
四
十
六
、
四
十
七
、
五
十
、五

十

二
等
御
不
用
の
方
は
相
當
代
價

に
て
譲
ら
れ

た
し
、
但
御
照
會
の
期
限
は
六
月
限

(
本
郷
區
,

根
津
八
重
垣
町
三
十

七
岩
美
館
曾
安
素
）
■
『
み

づ
ゑ
』
六
十
九
(
五
十
九
の
間
違
か
)御
不
用
の

方
は
相
當

の
代
價

に
て
御
譲

を
乞

ふ
○
自
筆
繪

葉
書
交
換
希
望

(
信
州

上
田
町
山
浦
多
賀

)
■

文
房
堂
販
賣
最
上
等
鋲
ど
め
三
脚
不
用
に
つ
き

『
女
性
と
趣
味
』
か
『
み
づ
ゑ
』
十
冊

(
四
十
六
號

以
前
の
も
の
)
と
交
換
を
乞
ふ

(
鹿
兒
島
縣
川

邊
郡
川
邊
村
平
山
上
野
方
勝
田
勝
明
)

△
△
△

△
△
△
△
△
△
■

『鉛
筆
畫

法
』
『
藝
苑
雜
稿
』



『
繪
畫
講
話
』
を
所
持
す
、
吉
田
氏
『
寫
生
旅
行
』

『
最
新
水
彩
畫
法
』と
交
換
を
乞

ふ
、
又
は
適
當

の
價

に
て
御
賣
り
申

て
も
よ
ろ
し

(埼

玉
縣
入

間
郡
川
越
町
北
久
保
町
肥
塚
方
中
島
浮
城
)
團

『
洋
畫
講
義
録
』全
部

(
合
本
ク
ロ
ー
ス
背
革
欠

本
な
し
)
三
圓
五
十
銭
以
上
に
て
大
至
急
譲
り

た
し
○
審
美
書
院
發
行
第

二
回
公
設
展
覧
會
圖

録
洋
書
の
部
譲
受
た
し

(淺
草
區
西
鳥
越

二
、

關
方
不
朽
生
)
■
十

六
切
形

ス
ケ
ッ
チ
箱
原
價

三
圓
一
二

回
使
用
せ
し
も
の
送
料
共
二
圓
に
て

譲
る
、
着
金
次
第
送

る

(静
岡
布
静
岡
中
學
校

内
島
崎
淸
)
■
ホ
ー

ス
タ
ー
臨
畫

帖
全
部
七
十

二
册
揃
、
最
も
新
し
き
も
の
あ
り
、
大
廉
價

三

圓
八
十
銭
に
て
、
昨
年
三
號
發
行
ス
タ
ヂ
オ

一

部
三
十
五
銭
に
で
譲

る
○
肉
筆
交
換
希
望

(
三

重
縣
椋
本
局
區
内
多
門
駒
田
彦
太
郎
)
■
油
繪

道
具
の
う
ち
、
油
壷

、
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
、

パ

レ
ッ
ト
を
除
き
其
他
約
束
濟
。
三
脚
も
同
様
パ

レ
ッ
ト
、
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
、
油
壼
の
三
個
送

料
共
七
十
五
銭
に
て
譲

る
、
又
は
同
價

の
美
術

雑
誌
と
交
換
す
る

も
よ
し
○
肉
筆
水
彩
繪

葉
書

交
換
希
望
○
吉
田
氏
『
寫
生
旅
行
』
上
製
送
料
共

一
圓
三
十
銭
に
、
橋
本
辻
家
両
氏
著

『
洋
畫
二

斑
』
同

じ
く
六

十
銭
、

二
册

入
用
な
ら

一
圖

七

十
銭
で
譲

る
(
神
奈

川
縣
鎌

倉

長
谷
堀

谷
一

郎

)

■『洋
畫
画
講
義
録

』
全
部

合
本

せ
る
も

の
安
價

に

て
譲

る
(
呉
市

松
本
町

二
、
今
井
哲

三
)
■
ワ
ッ

ト

マ

ン
十
六
切

上
製
畫

嚢

、
机

上
畫

架

、

ニ
ユ

ト
ー

ン
製

ア
ル

ミ

ニ

ユ
ー
ム
水
彩
丸
形

パ

レ
ッ

ト
、
ボ

ー
ル
ジ

ヨ
イ

ス
水
彩
繪

具
十

八
色

入
、

油
繪

ス
ケ

ッ
チ
箱

上
等
桐
製
大

形

、
パ
レ
ッ
ト

ナ
イ
フ

、
以
上
何
れ

も
新

品
安
價

に
て
譲
り

た

し
乞

照
會
(
大

和
國

郡
山

町
淺

田
政
治

)
閣
ミ

レ

ー油
繪

ス
ケ

ッ
チ
箱
少

々
使
用

せ
し

も
の

(
元

價
三
圓

)
壹
圓

に
て
譲
り

た
し
(
京
橋
區

弓
町
四

高
村
政
次

郎
)
■

『
女
性

と
趣
味
』
御

不
用
の
方

は
譲

り
受
け
た

し

(
神
戸
市

荒
田

町
三
丁
目

一

八
〇

ノ

二
三

二
坂

上

一
二
■

石
見

の
飯

田
君
廻

覽
帖

は

一
先
中
止

の
よ
し
、
私
は
残
念

に
思

ふ

か
ら
發

起
者
と
な

り

て
實
行

し
た

く
、
小
數

で

も
熱

心
の
方

の
は
賛
成
を
願

ふ
。
規
定
は
、
鉛
筆

水
彩

等
種
類

を
問

は
ず
、
総

は
可
相
成
寫

生
を

主

と
し
、
畫

面
は

ワ
ッ
ト

マ

ン
十
六
切
大
位

ひ

と
し
、
畫

題
、
寫

生

の
月
日

、
天
候
等
を
別

紙

に
添

へ
て
、
御
郵

送
あ
ら
ば
結
構

(
津
市

立
町

二

二
太

田
新
太
郎

)

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ノ

　
　
　
　
紹

介

(
その
二
)

◎
夢

二
畫
集
花
の
巻
　
目
下
雜
誌
の
挿
繪
界
に

流
行
見
と
謡
は
る
ゝ
竹
久
君
の
木
版
畫
を
集
め

し
も
の
。
未
醒
の
澁
味
な
く
、
芋
銭
の
剰
逸
な

く
、
成
美
の
品
位
な
け
れ
ど
、
華
や
か
に
し
て

落
筆
巧
み
な
れ
ば
、
現
代

一
部
の
青
年
男
女
に

歡
迎
せ
ら
る
こ
と
な
ら
ん
。
此
集
は
二
三
色
刷

の
木
版
数
葉
を
も
加

へ
、製
本
ま
た
美
な
り
(
定

價
四
十
銭
麹
町
二
丁
目
洛
陽
堂
發
行
)

◎
太
平
洋
畫
會
畫

集
　
昨
今
開
會
中
の
同
展
覽

會
作
品
四
十
九
點
を
集
め

た
り
。
例
年
の
分
に

比
し
て
印
刷
極
め
て
鮮
明
、
體
裁
ま
た
頗

る
ハ

イ
カ
ラ
な
り
。
地
方
に
在
て
、
東
都
畫
界
の
傾

向
を
知
ら
ん
と
す
る
人
に
は
必
需
の
書
な
る
べ

し

(定
債
八
十
銭
本
郷
區
眞
砂
町
三
八
高
尚
堂

發
行

■
福

井
市
に
於
て
、
本
年
八
月
水
彩
畫

の
夏
期

講
習
會
開
催

の
計
畫

あ
り
、
成
立

の
上
は
來
月

號
本
誌
に
廣
告
す

べ
く
該
地
方
讀

者
の
參
會
を

望
む
。


